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地域活性化システム論の意義

①地域活性化システム論の目的

②地域活性化のための自主、自立、自考

③地域を活性化させる人財

④地域活性化の目指すもの



①地域活性化システム論の目的

目的

■地域の知の拠点である大学を活用し、学生が地域活性化を考える産官学協働での
人財育成。

■地域の担い手となる行政、企業・団体、ＮＰＯ・市民団体等が集まり、地域課題を
発見し、地域活性化案を策定、実践するための知的な場づくり。

■地域活性化システム論カリキュラム研究会では、各大学で展開される地域活性化シ
ステム論のひな形を模索。

■１８年度 「地域再生システム論」として北陸先端科学技術大学院大学でモデル実施
■１９年度 １０大学で展開
■２０年度 ２５大学で展開
■２１年度 ２９大学で展開 「地域活性化システム論」に改称

現状

少子化・高齢化が進展し、財政制約も強まる中、地域経済には諸課題が山積しており、
各地域が存続していくためには、地域経済の活性化・雇用の創出など、地域特性に応
じて地域活性化を効果的に推進する取組が必要となっている。



②地域活性化のための自主、自立、自考

自主、自立、自考の精神

■グローバル化による地域産業の空洞化、高齢化、東京への一極集中の
加速が地域経済を疲弊。

■地域社会を強化する戦略を、国民全体で考えなければならない岐路に。

■地域からの展開、地域の人々が力を合わせての地域問題への取組みが
必要。

中央集権・国家主導



③地域を活性化させる人財

『バカ者、若者、よそ者』まちおこしに必要な要素

【バカ者】
強烈な信念を持ち、周囲からバカと言われようが断固としてやり抜くリーダー。

【若者】
リーダーの情熱に共感し、ともに汗を流し地域のために働く。

【よそ者】
客観的な眼で眺め、必要なアドバイスを行う。



④地域活性化の目指すもの

目標：暮らしやすい地域の再構築

国際社会を生き抜く日本の国力を高める

そのためには、
『バカ者、若者、よそ者』の輪、
『地域の絆』を
強める作業が中核となる。



北陸先端科学技術大学院大学における

地域再生システム論の展開

①最初の地域再生システム論の開講

②地域再生システム論の成果

③北陸先端大の地域再生システム論からの教訓



①最初の地域再生システム論の開講

・受講対象として、自治体関係者、地元経営者、ＮＰＯ、学
生等、産官学の関係者を包含

・グループワーク中心、実践的

・地域活性化課題に対しての提言をまとめる

特徴



②地域再生システム論の成果

・「石川県伝統工芸イノベーター養成ユニット」の開始

・バイオマスグループが最優秀大臣賞受賞

・加賀市「市民発の食品リサイクルによるＣＯ２削減」が優秀賞受賞

・「漆のふるさと」山中温泉地域再生計画認定

・能美市「まちづくり活動人材育成講座」開催

・白山山麓中山間地活性化グループが農林省モデル事業採択

・温泉地活性化検討グループが富山県庄川温泉郷で事業開始

・他、各グループワークから具体的な地域活性事業が派生



③北陸先端大の地域再生システム論からの教訓

・地域活性化に取り組む現場の人財

・自治体、地域活性ＮＰＯなど地域の主要なステークホル
ダーの参加

・成果の早期具現化

・実施主体の継続意思

・座学のみならずグループワークなど地域活性化プロジェク
ト推進の人的集団を構成する仕掛け作り

・地域活性化に取り組む民間経営者の参画



地域経済の活性化手法



地域経済の活性化手法

①地域ブランド

②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス

③地域におけるイノベーション



①地域ブランド （１）

■地域ブランドの成功要因について
以下の三点が成功している地域ブランドで確認された成功要因である。

ブランド開発、トレーサビリティーの確保、ブランド管理、販路開拓、広告宣伝活動など、生産者・
自治体・農協・漁業組合等が連携して取り組むことで、それぞれの強みを活かしたブランド展開を
実現することができる。

①地域特有の環境、気候、技術、歴史などの地域資源を活用、差別化

②地域ブランドを活用した加工品への拡大

農産物の地域特性としては土壌環境があり、水産物においては、漁場環境が地域資源となってい
る。また、畜産物では高い肥育技術とそれを育んできた歴史が地域資源となっている。

③ブランド開発・育成・管理面において関係組織の支援の重要性

単価の低い農水産物は付加価値をつけ加工品として提供され、インターネット販売などを通じた
全国展開も視野にいれながら、地域ブランドの確立を目指すケースが多い。



①地域ブランド （１ー事例）

【農作物】
福井の花らっきょ（福井県）
沖縄黒糖（沖縄県）
新潟茶豆、新潟枝豆（新潟県）
仙台いちご（宮城県）
伏見とうがらし（京都府）
だだちゃ豆（山形県鶴岡市）
大正長いも（北海道帯広市）

【水産物】
関あじ（大分県大分市佐賀関）
明石鯛（兵庫県明石市・神戸市）
あのりふぐ（三重県志摩市）
一色産うなぎ（愛知県一色町）

【畜産物】
神戸牛（兵庫県）
仙台牛（宮城県）
松阪牛（三重県松阪市）
前沢牛（岩手県前沢市）
石垣牛（沖縄県石垣島）



①地域ブランド （２）

■動態的活性化要因の抽出
―成功事例と継続的活性化ループとの関

連

「活性化している地域」の定義 活性化が自立的・継続的に進行している街

事例を基にその取り組みをトレースし、活性化の成功事例を精査

①域内の核となる事業の創出
②地域ブランドの他分野への事業拡大

③自治体首長や事業のキーパーソンらの地域全体最適化志向への意識改革、価値観
の転換（イノベーション）
④事業展開を維持するための人財の育成の組織的実施
⑤新たな核事業への創出、新規分野への事業展開により地域全体への成功の波及

①～⑤のループが見られる



①地域ブランド （３） 持続的活性化ループ

地域ブランド（馬路村）
商業・観光開発（豊後高田市）

異分野への進出

専門性から個別最適化

⑤新規事
業分野へ

網走市（エミュー食肉）から化粧品
馬路村（ゆず加工品）から化粧品



①地域ブランド （４） ループ分析

活性化
ループ

①から⑤までフルに展開する活性化地域

①（～②）で終結する活性化地域

②－⑤へのステージ
を構想できない場合

次のステージに敢え
て踏みこまない場合

二つのケースに
分かれる さらに二つのケースが見られる

キーパーソンが自治体首長であれば全住民（納税者）の最適化を目指しフル
で展開するミッションを持つが、地域の事業体・ＮＰＯのリーダーであれば、より
高い専門性を有しているほど①（～②）の部分最適化に留まる場合が多い。



②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス

コミュニティの形成条件

■コミュニティの形成は、住民相互の作り合う関係性が重視されてきたが・・・
↓

実際は、近隣関係の希薄さや軋轢などから限界が指摘されている。

■こうした環境の狭間を埋めるものとして、以下のものがある。
・地域住民のボランティア活動への参加
・それを間接的に補うマッチングギフト制度の導入
・地域通貨の利用

■こうした仕組みを活用し、どのように住民参加を促し住民自治の拡大を行う
かが問題である。

■その実現には、住民が中心となって、企業との自助・共助による共働するだ
けでなく、さらに行政 (公) などの公的機関の支援も望まれる。



②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス

共働のコミュニティ

「私」とも「公」とも異なる「新しいコミュニティ」としての
「私・公・民による共働のコミュニティ」

これまでの「公」の部分を拡大して、
民と私による補完的なシステムとして
新しい公共性（市民的公共性）の担い手となる。

■「新しいコミュニティ」は、自立的な個人をベースとした自発的（内発的）な開
かれた共同体である。



②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス

住民の自発的な活動に加えて、外部からのボランティア活動の導入
やＮＰＯなどによる共助、さらに行政の支援 (公助) により形成

※運営には, 住民の無償の自発的な活動や外部からの犠牲的なボランティ
ア活動の導入だけでは限界があるため、収益性 (採算性) を加味した活動
も必要とされ、ここに新しいコミュニティの活動領域を考えることができる。

地域コミュニティ

「新しい公」におけるコミュニティの活動領域



③地域におけるイノベーション

地域イノベーションの定義

「新たな技術やアイデアの創出によって、社会的意義のある新たな価値を創造し、地域
に大きな変化をもたらす自発的な人・組織・社会の幅広い変革」

地域イノベーションのもたらすもの

①新たな財貨
②新たな生産方法
③新たな販路
④新たな供給源
⑤新たな組織

・周りの人々の巻き込み
・交通アクセスの改善、ＩＴインフラの充実、国・市町村独自の政策や制度
・地域固有の風土や歴史・文化
・大学等の研究機関の重要性

イノベーションの重要な要素



イノベーティブな地域の創出

ある地域にイノベーションがお
こると、それがまた別のイノ
ベーションを引き起こし、その
繰り返しがイノベーティブな地
域を創る。

内田（2009）は、「ある分野で
の進化が地域の土壌を作り、
それが別の分野での進化を招
くという 『共進化』 の構造がイ
ノベーションには見られる」とし、

「イノベーションが様々なレベル
で共進化していく地域に変化し
ていくことが、イノベーティブ地
域と呼ばれる状態」であると述
べている。
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イノベーティブ地域への戦略プラン 内田（2009） p.96



③地域におけるイノベーション

地域活性化手法としての地域イノベーション

①外発的イノベーション＝企業や大学・研究機関の誘致という手法の有効性と限界

地域イノベーションは本来、内発的な運動であって、外発的イノベーションの成功は、
ひとえに誘致企業や機関の内在化にかかっている。すなわち、それらがいかに
地域ステークホルダーとして機能するかが重要なポイントとなる。

②新結合の一つの方向性としての6次産業化（1次×2次×3次）

地域産業が生産から加工・販売までの一貫した体制を構築することで、
市場からのフィードバックやブランド・マネジメントが容易になり、
そのため競争力が格段にあがる。



地域経済動向分析・把握



地域経済動向分析・把握
①地域景気の早期把握は地域経済政策の基礎

②地域の経済政策運営のため必要な主要な経済統計

③地域景気動向指数

④具体的な地域の景気変動を地域景気動向指数でみる

⑤県民経済計算の特徴

⑥地域景気動向把握の早期化に向けて



①地域景気の早期把握は地域経済政策の基礎

マクロ経済政策の企画立案の基礎

→ 経済の現状分析

地域活性化の政策立案の基礎は？

→ 地域経済の現状把握と分析

適切な地域経済運営のためには、先ず、基礎となる

各種経済統計を整備し、それを早期に公表できるように
すること、同統計を分析して地域活性化のための政策を
合理的に立案していくことが重要。



②地域の経済政策運営のため必要な主要な経済統計

・地域の景気を把握するための地域景気動向指数

・地域の経済情勢を詳細に把握するための県民経済計算

・地域の産業構造と産業連関を把握するための地域産業連関
表

・市町村毎の特性を把握するための国勢調査データ

・市町村よりもより詳細の地理経済情報を分析するための地
域メッシュデータ



③地域景気動向指数

景気動向指数の基本的性格

生産、雇用など景気動向に敏感に反応し、且つ経済全

体に対して代表性の高い各種の経済指標を標準化、総合
化して景気の動向を機械的に計算可能にしたものである。

地域の景気判断の材料としては大きな意義。

県別ＣＩの整備はまだ遅れており、その普及・促進が必要。

しかし、現状は…



④具体的な地域の景気変動を地域景気動向指数でみる

具体的な地域景気動向指数の現状

→愛知県、東海地方(自動車、機械などの製造業のウェイトの高い地域）

・ 90年代後半以降も他の地域に比較して好調な経済状況を示してきた

・ 一方で、リーマンショック以降の落ち込みも大きかった。

愛知県の景気動向指数は、谷の付け方において全国のそれに多少遅行
する傾向が見られたが、今回の景気循環では暫定的ながら多少先行。



先行 一致 遅行

北海道 － － － － － ○ ○

青森 － － － － － ○ ○

岩手 H21.7 H5.1 ○ ○ ○ ○ ○
H21.4月分から、ＣＩ中心の公表
形態へ移行

宮城 － － － － － ○ ○

秋田 H14.6 H8.1 ○ ○ ○ ○ ○
H21.5月分から、ＣＩ中心の公表
形態へ移行

山形 H8 H5.1 ○ ○ ○ ○ ○

福島 H6 H6.1 ○ ○ ○ ○ ○

新潟 H11.10 H7.1 ○ ○ － ○ ○

茨城 H12.10 S55.1 ○ ○ ○ ○ ○

栃木 H15.2 S60.1 ○ ○ ○ ○ ○

群馬 H7.7 S58.1 ○ ○ ○ ○ ○

神奈川 － － － － － ○ ○

長野※ S56.10 S55.1 ○ ○ 財団法人長野経済研究所

石川 － － － － － ○ ○

福井 H18.1 H9.1 ○ ○ ○ ○ ○

静岡 S60.9 S55.1 ○ ○ ○ ○ ○

岐阜 H21.2 H3.1 ○ ○ ○ ○ ○
H20.11月分から、ＣＩ中心の公表
形態へ移行

愛知 H2.7 S53.1 ○ ○ ○ ○ ○

三重 H10.3 H11.1 ○ ○ ○ ○ ○
H21.6月分から、ＣＩ中心の公表
形態へ移行

大阪 H13夏季 S62.1 ○ ○ ○ ○ ○ 大阪府立産業開発研究所

兵庫 H9.4 S56.1 ○ ○ ○ ○ ○

奈良 H22.4 H1.1 ○ ○ ○ ○ ○

和歌山 S63.10 S55.1 － ○ － ○ －

鳥取 H20.4 H5.1 － ○ － ○ ○

島根 － － － － － ○ ○

岡山※ S61.4 H1.1 ○ ○ ○ ○ ○ 財団法人岡山経済研究所

広島※ － － － － － ○ － 財団法人ひろぎん経済研究所

山口 － － － － － ○ ○

香川 H12.12 H6.1 ○ ○ ○ ○ ○
H20.6月分から、CI中心の公表
形態へ移行（DIは参考系列）

福岡 － － － － － ○ ○

佐賀 － － － － － ○ ○

長崎 － － － － － ○ －

熊本 － － － － － ○ ○

大分 S60.1 S60.1 ○ ○ ○ ○ －

宮崎 － － － － － ○ ○

鹿児島 H12.3 H6.1 ○ ○ ○ ○ ○

（備考）内閣府調べ。開始年月は全てＣＩ。一部の県においては、ＣＩもしくはＤＩが参考系列として公表されている。

都道府県別景気動向指数の公表状況

○（総合CI）

備考
都道府県

（※印の県の作成
元は民間団体）

公表
開始
年月

データ
開始
年月

CI 景気
基準
日付

(参考)
DI



⑤県民経済計算の特徴

国民経済計算（ＳＮＡ）

県民経済計算

地域の経済循環や景気動向を総合的に表示する統
計

県民経済計算の一人当たり県民所得を地域の相対的な
豊かさを示す指標として利用。

第14循環の景気拡大局面においては、地域間格差の拡
大が指摘されてきた。

【地域版】



⑤県民経済計算の特徴
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⑤県民経済計算の特徴

注）１人当たり県民所得の変動係数は、全県平均に対する都道府県の開差率を相対的に表したもの。

　　１人当たり県民所得の変動係数（％）
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県民経済計算の一人当たり県民所得の変動係数は平成14年度から平成17年度
にかけて上昇し、格差拡大を裏付け。



⑥地域景気動向把握の早期化に向けて

地域の景気動向をより早期に把握するためには？

・県民経済計算（又は地域ブロック経済計算）の四半
期速報値の開発を行う方法

・地域景気動向指数の充実を図る方法

その他、いくつかのアプローチがある。



地域活性化の政策評価



①地域活性化の成果指標

地域活性化の成果指標については、これまで地方自治体ではイベン
トの実施回数など活動指標で事業報告を行っていることが多かった
が・・・

事業活動の結果もたらされた成果に基づいた評価が必要になる。

これからは

・アウトプットとアウトカム
・スピルオーバー効果の考慮
・定量的評価と定性的評価
・地域特性の考慮



②活性化事業の政策評価

【政策評価の考え方】

・行政学や行政の現場における「政策評価」と、政策科学や経済学における
「政策評価」の違い

【政策評価手法】

・「セオリー評価」、「プロセス評価」、「コスト･パフォーマンス評価」「インパクト
評価」などがある

・インパクト評価について、事前･事後推定、クロスセクション推定、ＤＩＤ推定、
定性的評価手法による分析方法

【インパクト評価】

実施された政策によって社会･経済に対して、どの程度の効果があったのか
を測定する評価である。事業の効果を直感的に分かりやすい方法で測定す
ることが重要。



③政策評価の具体例

■「やねだん」の事例

人口300人（130世帯）の小規模集落、鹿児島県鹿屋市串良町

柳谷地区（通称やねだん）の「住民参加による集落の活性化と
補助金に頼らない地域づくり」を例に、提案した成果指標と政策
評価手法を用い試行的に評価を行った。

それぞれの分析結果からは、活性化策が効果を表していること
が推測され、分析の必要性が確認されたが、一方で欠点も確認
された。



地域住民の参画手法



地域住民の参画手法

①市民社会の到来「共働領域」の拡大

②市民参加における自治体の役割

③市民参加における市民の役割

④市民社会の成熟と地域主権の進展



①市民社会の到来「共働領域」の拡大

背景
①自治体の行財政改革が進み、小さい政府への動きが加速してい

ること
②特定非営利活動推進法（ＮＰＯ法）の制定を契機として、制度

面からも
市民の自主的な組織形成・地域活動が促進されたこと
③ＣＳＲ（企業の社会的責任）等の概念が広まり、企業行動にも

変化が生まれたこと

効率的及び最適な公共サービスの提供は自治体だけでは限界

民間企業、大学法人、市民、ＮＰＯなどの多様な供給機関が必要

「共働」という領域が新たに形成



②市民参加における自治体の役割

「共働」の基本は自発的・自立的協力による市民
参加

自治体の役割 市民の役割

市民参加を支え、一層の参加を促進するためには、
「自治体」・「市民」双方での役割が大切

市民を信頼し、市民力を醸成し、まちづくりの主体となる

成熟した市民を形成することにより、地域の自立を図ること



②市民参加における自治体の役割

そのためには…

また、

情報公開、パブリックコメント手続、住民投票等の権利の明
文化

メディアでの情報提供だけでなく、説明会やワークショップ、
より一層の
IT技術の活用など、多様で多元的な手法を用いた市民への情報提
供

市民参加が継続的に促進されるよう

市民が地域情報を把握し、より主体的に参加し活動できるよう

直接的なサービス中心の
提供のあり方

総合的なコーディネートと
機能を重視したあり方

転換することが求められる



③市民参加における市民の役割

地域社会を通じて社会に貢献したいと考えている人が年々増
加

今後、自主的な地域活動が加速すると思われる。

自主的な地域活動を行う上での市民の役割

①公共サービスの本質とは何か、自らが必要なものは何かを見極めること

②公共サービスや政策への提言、参加、検証を行うこと

③アウトソーシング諸制度設計や実施体制へ提言、参加、監視すること

④コスト意識をもち、過剰なサービスを要求しないこと

⑤市民自らも公共サービスの担い手となること（市民自治の推進）

公共サービスの受益者

納 税 者
公共サービスの担い手

（行政）

公共サービス
の担い手

（市民）



④市民社会の成熟と地域主権の進展

地域再生実現のためには、こうした成熟した市民によ
る市民社会の強化こそが最強の手法となる。

共働領域の形成

共働によるまちづくりを進める中で最も重要なこと
実際に共働で事業を実施することにより
市民にまちづくりの主体としての自覚が生まれ、
それによって生じた知財やノウハウが地域に蓄積されることにある。

共働領域を形成することは、

市民やＮＰＯなどの自主的、自立的な市民活動を尊重し、地域のこと
は地域に委ねていく地域主権の真髄に立ち戻るということになる。



人的ネットワークの形成法



人的ネットワーク形成法

①ネットワークの意義と視点

②ネットワークの機能とツール

③ＩＣＴ技術を活用したネットワークの

現状と展開方向

④ネットワーク構築の実践



①ネットワークの意義と視点

複雑化する地域課題への対応 → 「ネットワーク」
が重要

ネットワークは人が共感、共鳴することで発生する

ネットワーク形成のカギ → 参加者の「関心」
どのように「関心」を可視化し、コミュニティを醸成するかという視点

が必要



①ネットワークの意義と視点

ネットワークには、地域内（内部性）と地域間（外部
性）がある

外部リソースの必要性
硬直化した地域内ネットワークを活性化

内部性だけでなく、外部性についても、検討することが
重要



②ネットワークの機能とツール

ネットワークの機能
①コミュニケーション機能

②アーカイブ機能

③コラボレーション機能

このような機能を実現する方法として、

「リアル」（対面）と「メディア」（ＩＣＴ）がある。

どちらかひとつを活用するのではなく、地域特性や

その形成段階に応じて組み合わせることが重要。



③ＩＣＴ技術を活用したネットワークの現状と展開方向

これら新しいサービスの特徴を上手く理解し、活用することが重要

しかし、時間的、地理的な視点に着目するとギャップが存在している。
◆時間的な視点→リアルタイム性を重視したサービスの不足
◆地理的な視点→地域間のコラボレーション機能を満たすサービスの不足

これらのギャップを解消するネットワークデザインをしていくことが重要

ＩＣＴ技術の進展

ソーシャルメディアの台頭

（ユーザーが情報を発信し、形成していくメディア）



④ネットワーク構築の実践

ＩＣＴ活用には、「情報リテラシー」（情報活用能力）が何
よりも重要
リテラシーとして、①受発信力、②編集力、③誘発力の３つの能

力がある。

しかし、ツールありきでは地域活性化は起こらない。

①進化を前提とした設計を行う
②内部と外部それぞれの視点を取り入れる
③様々なレベルの参加を奨励する
④公と私それぞれのコミュニティ空間をつくる
⑤価値に焦点を当てる
⑥親近感と刺激を組み合わせる
⑦コミュニティのリズムを生み出す

ネットワーク構築にあたり目的と手段を取り違えないよう
次の７つの視点もって実践することが重要である。



地域活性化システム論傾向



①開講実績からみる地域活性化システム論

【開講状況】
平成21年度現在、29大学で開講。テーマは、農業、医療･福祉、観光、地域
産業の活性化、さらには芸術と地域との関係等。

【受講対象】

大学生や大学院生のみならず、自治体職員、企業（経営者・従業員）、地域
住民、ＮＰＯ等。

【講義形式】
フィールドワークを取り入れているところは４大学
ワークショップの形式を採用するところは17大学
集中講義によるところは８大学

【講座構成】

地域活性化施策に関する総論以外では、地域おいて喫緊の課題となってい
る、観光、農林水産、地域産業、環境をテーマとする講座が多い。



②地域活性化システム論の開講事例

■東京藝術大学

【講座の概要】

芸術が社会に対し、どのような働きかけが可能であるかが講座のテーマ。地
域と芸術とが関わりあう事例を題材として取り上げた。参加者は、東京藝術
大学の学生・大学院生のほか、高校生から社会人まで。

【講座の構成】
集中講義で３日間。各日ともに山梨県北杜市、長野県伊那市、青森県むつ市
等、地域と芸術が関係する事例を取り上げ、パネルディスカッション、グルー
プディスカッションを実施。

【講座の特徴】
身近で興味を引く事例を多く取り上げ、参加者の関心が高まるよう工夫。

グループディスカッションでは、それぞれの視点・立場から、真摯かつ活発な
意見交換が行われた。



モデルカリキュラム提案



①講義内容の構成案

※具体的な講座の内容は地域活性化システム論を主催する各大学の得意と
する学問領域、地域活性化の主な対象となる地域特性などに依存する。ここで
は、あくまで一つの提案として、それぞれの標準的な姿を提示。

総論：各種、各地の地域活性化に共通する政策論、方法論

分野論：各政策領域

事例研究

＋

＋



②グループワークの進め方

産官学の多様な参加者が参加するシステム論は、行政（自治体）、
民間、ＮＰＯ、学生が適当に混ざりあったグループ構成とすること
が望ましい。

【民間、ＮＰＯ】
鮮明な問題意識を持つ地域活性化事業の推進役

【行政】
必要な各種規制の緩和や行政手続き、各種支援策の提供や紹介

【学生】
事業の担い手・協力者



③継続的な開講に向けて

※システム論から地域活性化計画の具体化や実践活動が生まれていけば、
講座も複数年度継続して発展。２年目以降のグループワークや事例研究では、
初年度の成功事例のリーダーを講師や助言者として組み入れることが有効。

初年度開講時の講座の広報は、講座の成否に大きく影響

キーパーソンや主体的に取り組む参加者を産官学に亘って

バランス良く募集することが必要

地域活性化に関連したウェブやグループメールの活用



④今後の課題

効果的にシステム論を運営するために

受講者、主催大学、地域のそれぞれの視点から、
課題とその対応方法を考える必要あり

それぞれの視点から、システム論の受講、主催、
受け入れにどんなメリットが得られるかが大変重要。
システム論の受講により、何らかの資格取得につながれば、
大きなインセンティブとなるであろう。



（参考）人材力活性化研究会参考資料
平成22年度北陸先端大 温泉観光グループの発表事例

 ・延べ30名ほどの参加

 ・民間の旅館オーナー、NPO、自治体職員、観光協会等
団体職員、伝統工芸関係者、学生が参画

 ・11月6日～12月4日までの隔週土曜日に集中講義プラ
スグループディスカッションを実施

 ・11月20日に関係の集中講義を実施

 ・山代温泉でのセミナー、フィールドワークを実施

 ・12月4日発表での宿題を受けて現在継続研究中



発表と宿題

 12月4日グループワークの発表

 →オムニバス方式で纏まりがなく実効性に疑問ありとの評価

宿題を受けてリーダーと学生サポーター中心にオフ会

今後の行動計画と各小グループの視点を統合した提案を作
成



まとめ：温泉活性化のポイント（山代温泉）

 医農商工漁業連携＋住民参加型まちづくり
今ある地場産業、医療機関等の連携を強化し、新しい顧客源泉と顧客の地

元循環を図る。住民参加による地域活性化、加賀の観光資源としての景観、

まちづくりを図る。

新しいマーケットの開拓
日本の湯治場として国内外より誘客する。受入体制として医療機関や地場

産業との連携し、魅力あるサービスを提供する。ＩＴ、放送メディアを活用し情

報コンテンツを発信をする。

今後の実行予定計画（別表）



今後の実行予定計画

グループワークの
内容

現状 今後の計画

地域再生シ
ステム論 温
泉観光チー
ム

第四回グループ
ワーク、オフ会で
ぐるたびに山代温泉
の掲載を申し出する
事を決定

チームメンバー、山代温泉観
光協会でコンテンツを考案中

ぐるたびに掲載
依頼

金沢大学
地域プランニ
ングコース

第二回グループ
ワークで原案提出し、
意見調整後、リメイ
ク

12月4日加賀市担当部署の
紹介を受ける

加賀市に対し
提案予定

佐川急便
広報部

第一回グループ
ワークでＣＳＲ、地域
ＰＲ方針説明

北陸朝日放送で山代温泉
（れんの羊羹）パブリシティ放
送した

ＣＳＲ活動継続
予定



総 論

■参加メンバー

■討議内容の総括

■フィールドワークについて

■グループとしての方向性

など

ぐるたびへの提案

テーマ：学生が提
案する山代温泉

の楽しみ方

左記の４つのグループ
発表の要素を組み合わ
せた統合的な提案をする

加賀温泉の観光を中心とした活性化について

☆山代・北陸先端グループ

山代温泉の食と観光の
コンテンツづくり

☆金大生グループ

学生提案

☆ＩＴグループ

ＩＴ活用による地域活性化提案

☆企業のＣＳＲ

ぐるなびの地産地消
ＣＳＲサイト
ぐるたびの活用



温泉観光チーム発表

地域再生システム論2010



はじめに

過去三回のグループワークまとめ

山代温泉活性化に向けた計画

山代ブランド作り（企業のCSR活用実践例）

学生提案による山代温泉活性化案

観光振興のためのIT活用方策と政策提言



グループワーク総括

形成されたチームにおいて以下を行った
石川県の温泉観光がより盛り上がるのに重要と思われる「内的要
因」「外的要因」の抽出

発散的思考による温泉観光にかかる意見の抽出

フィールドワークによる温泉観光地の現状把握

参加者は市役所職員から、NPO参加者、伝統工芸従事者まで、
出身地域は石川を初め、長野、沖縄まで、幅の広い層から意
見交換がなされた。

この項では意見交換により得られた知見を構造化し、発表す
る。



内的要因・外的要因の抽出（抜粋）

強み

温泉が多い、観光資源が多い

里山、里海がある

都会にない料理、素材、生活文化が当たり前に
ある

温泉でホスピタリィがある

温泉に効用がある（黒髪、肩こり改善等）

弱み

温泉に集客が少ない。リピーターが少ない。

合併町村の合併効果が出ず、縄張り意識がある。

地域リーダー不在

排他的、囲い込み的な商慣習がある

加賀温泉郷は、地理的に遠く、顧客サービス提
携の連携取りにくい

機会

北陸新幹線開通による効果

チャーター便による国際アクセス増

ITによる情報化出来うる素地がある

大学等多く、学生がレンタルできる

脅威

白山/人口の減少・高齢化

おもてなしの心が薄れている

（サービス業の人間力、教養、間接表現力

がなくなっているのではないか）

SWOT分析マトリックス



成熟社会が求める“おもてなし”

“旅人”には一番大事なものを

全世界の歴史に例のない均質で豊かな成熟社会の日本、サービスの先に“おもてなし”を求める。

求められた本当のサービスは？

伝統的な“おもてなし”の本質を伝
える伝説は忘れられつつある。
しかし、この理念は現在にも生きて
いると確信する。

アフガンが国の命運を賭けてアル
カイダを匿っているのは、彼らが旅人
として訪れていたからだと聞く。
日本の風土に共通するのかも？



抽出された意見

計画性＋スピード

2014年北陸新幹線開通までに整備するべきものを考えるべき

顧客との関係構築には経験上10年くらい必要だが、事業採算
は3年。時代はスピードを求めている

情報提供はターゲットを定める必要がある

北海道は地元放送局が台湾のケーブルTVに提供。北海道は
台湾からの集客に成功している。

新しい施設を建てるだけでは陳腐化してしまう。顧客の嗜好に
対し、強いセールスポイントを持つことが必要。

リアルとバーチャルとプロモーションをトータルで考える必要が
ある。



抽出された意見

地元の良さを活かす

地元の人が地元の魅力を知らない

地元の人の口コミに従って行動したら、凄く満足できた。同じ
有名どころばかりを紹介したらリピーターにならない

漁港ではその場で地場の魚等を味わえる

見るメディアによって、記述してあることがバラバラであること
がある。地元固有の歴史をでたらめに変えない方が良い。

温泉観光においては「人間の交流」「繋がり」というものがキー
ワードになるのではないか



石川の伝統工芸を活かすには？

伝統工芸は36品目、認知度が低い

生き残るための決め手が無い

売れるものにするにはニーズや理由が必要

中国観光客の投機目的での購入はあっても、良さを理解し
てもらえるとは限らない

絵付け等、「体験」をすることで販売に繋がる

作るだけではなく、「使う」ことも大事

「良さ」を知り、売っていく為には
市場や顧客にとっての「入り口」が重要！



山代温泉フィールドワーク

写真



フィールドワークから

イベントの参加者は地元の人
がほとんどであった

蟹鍋終わったら人が居ない

商店の中には客がおり、楽し
んでいる様子だった

自然が多い道は風が心地よく、
空気が美味しいと感じた

ウォーキングロードの予定地
は歩く距離も長くなく、さほど多
くない時間で山道を回れる

太鼓をたたく男が観光客から
写真を沢山撮られていた

昔ながらの湯治、その効能に
感動した！

これまでいろいろやったがなか
なか改善されなかった普段の
生活リズムからくる体調不良
が改善された。

古総湯の3階から見える景色
は昔教科書等で見た挿し絵と
良く調和し、風情を感じられた。

山手の道は自然豊かで、見晴
らしもよく、ぶらぶらと歩くと心
地よかった

参加者二人の感じたままの
感想より



山代温泉：地域一体再生構想

キーワードは

「医農商工漁業連携」

どのようにして山代温泉を再生す
るか？



山代温泉まちづくり５つのポイント

農商工漁業連携

医商工連携

商店街の

活性化

住民全員参加
のまちづくり

ウォーキングロード・
商店街の修景



まちづくりのポイント

農商工漁業連携

•地元の食材・食品・名産を活かした「加賀ブランド」を構築
する

•加賀ブランドをアピールするイベントの開催

•長期的には「加賀グルメモール」の構築を目指す

医商工連携

•医療関係機関と連携しヘルスツーリズムを取り入れた温
浴療法の確立する

•長期的には生活習慣病予防センターの誘致を目指す。

•湯治場としての新しい形を市場に提供する



まちづくりのポイント

商店街の活性化

• 「やる気人材」を育成・登用したチャレンジショップを展開する

ウォーキングロード・商店街の修景

•歩行空間の整備、道路の整備、東山の竹林景観を整備する

•長期的には、豊かな自然を取り入れた回遊可能なウォーキング
ロードを構築する

•降雪時にも歩ける商店街になるようにバリアフリー化する

住民参加型のまちの活性化

•小学生をはじめ、住民全員が観光ガイドになることを目指す

• ホスピタリティの向上や観光ボランティアガイドの育成をする



今後の山代が目指す展開

保養

運動

食事

湯治場

全員での議論

お母ちゃんの日 若者（子供）
の日

親父だけ

温泉入浴

健康

親父の日



住民全員参加型のまちの活性化

よそ者

若者

ばか者

人材育成

住民参加型のイベント

自転車パーツ・ロードレース etc



2010年12月4日
日本経済新聞の紙面に掲載！

「そぞろ歩きが楽しい温泉街 何でもランキング」

山代温泉は全国で10位に選ばれる



山代ブランド作り（企業のCSR活用実践例）





金沢大学 地域創造学類

地域プランニングコース２年

中西省吾 川口大貴 杉本亜紀代

澤田美久 出口未由羽

はな宴

中山 史規

学生の、学生による、学生のための

加賀市誘客推進
プロジェクト



●ルロワ東出さんとの出会い

２０１０年６月１９日。社会起業家をめざ
す若者のための「起業支援プログラム」
説明会での出会いがきっかけでした・・



●私が学生から学んだこと

→プロの業者が知恵をしぼって考
えたプランより、素人の客の意見
をシンプルに形にした方が大ヒッ
トプランが生まれるかも・・

『素人目線はプロを超える？』



Ⅰ. 加賀市の現状
地域別観光入込客数の推移

近年、金沢・能登地方より下回る

20,851

21,496 21,519

22,596

21,505

20,784
20,397

20,798

19,466

20,766

13,000

15,000

17,000

19,000

21,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

万人万人

地域別観光入り込み客数

加賀地域

金沢地域

白山地域

能登地域

総数

NHK大河ドラマ
や加賀百万石博

能登半島地震

能登ふるさと博
や加賀四湯博



0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H0 H4 H8 H12 H16 H20

万人

加賀温泉 宿泊者・日帰り年度別推移

山代

片山津

山中

総数



→能登空港からの台湾直行便など急増するアジア諸国や
ヨーロッパからの海外旅行の対応は能登エリアに大き
く後れをとっており、加賀エリアの外国人対応は急務
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加賀温泉の３つの課題と対策

課題１．市場環境の変化

・近接観光地（金沢、能登エリア）との競合

・新勢力（低価格旅館、スーパー銭湯）の台頭

・観光客の嗜好の多様化への対応

→新しい魅力創出の必要性

課題２．観光顧客の老齢化

→若年層の獲得の必要性

課題３．外国人観光客への対応の遅れ

→外国人向けのニーズの把握、プランの充実

①観光顧客の老齢化と
②外国人観光客への対応
の遅れが加賀温泉の重要
課題だと考えました！



重要課題への提案

重要課題①『観光顧客の老齢化』

には若年層である私達学生自

身が魅力に感じるプランを、

重要課題②『外国人観光客への対応の遅れ』

には海外から大学に学びに来

ている留学生自身が魅力に感

じるプランを考えてきました



提案：

28445人の金沢の学生と
1576人の外国人留学生が
気軽にコミュニケーション
できる場をつくりたい！

名付けて・・・



加賀温泉

飲みに
ケーション

学生
(日本人×
留学生)

とは
加賀温泉で学生と留学生が
お互いの文化を紹介しあいながら
飲みにケーションすること



金沢大生が思う加賀市のイメージ

「加賀？温泉地しか思い浮かばない」

「泊まりに行くなら、県外がいいなぁ・・加賀は中
途半端に遠い」

「観光するとこ何かあったっけ 」



なぜ学生は旅行をしなくなったのか？

・旅行を控え、巣ごもり消費

➠第三のビールを買って自宅で宴会、近くの
スーパー銭湯に行く

・インターネットの普及でモノ・情報が溢れてい
る

➠ネットを開けば世界へ旅行した気分になれる

＝非日常を求める気持ちの薄れ・・・？

⇒でも、本当は人と人とのつながりを感じることが
できる『コミュニケーションの場』を求めている！



金沢在住留学生へのアンケート調査

⇒『日本人の友達が一人もいない・・』
留学生も日本人との『コミュニケーションの場』を求めていた！
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＊日本の学生のニーズ

・サークルの新歓や合
コンなど初めて会う人
と仲良くなるためには
まず、飲み会！

＊留学生のニーズ
日本人の学生と交流したい！

畳、浴衣など日本の伝統文化
を体験したい！

・・・のに、いい機会がなかなか
ない！

気軽に、交流
できる場がほしい！

３．飲みニケーション（学生と留学生のニーズ）



私達がやりたい３つの理由
■１．外国語が話せることで深まる友人関係もある

■２．外国語で説明するために日本や地元の文化を
学ぶことで『ふるさとの魅力』を再発見できる

■３．自分が生まれ育った文化を『自分の言葉』
で説明できる国際性ある人間になれる



＜学生温泉宴会プラン＞
平日限定一泊二食付プラン：

■学生一人当たりの費用

①日本人学生・・・・8000円

②留学生・・・・・・・・・・5000円

■一部屋あたり単価

①４万２０００円（日本人４人、留学生２人の場合）

②２万９０００円（日本人３人、留学生１人の場合）

■金沢～加賀温泉までの交通費

宿泊先旅館に送迎バスの負担していただく

１泊２
日



日程
【１日目】

バスでレクリエ ション！

ONSENカルチャー体験！
浴衣に着替えて・・・・

みんなで宴会！

いつもとは違う、特別な時間･空間を共有



日程
【２日目】

・歴史ある加賀温泉街、大聖寺の船下り、

九谷焼美術館等の「まち歩きツアー」

・伝統工芸体験ツアー(CANBUSを利用）
・ものづくり見学ツアー(南加賀産業観光)
・海カフェ&パワースポットツアー

九
谷
焼
絵
付
け
体
験

船
下
り

ま
ち
歩
き



アイス
ブレイク

折り紙

など日本文
化を紹介

菖蒲湯など
季節限定
企画

留学生の
浴衣体験

日本の遊び
・百人一首
・坊主めくり

ｻﾌﾟﾗｲｽﾞ
企画



モデルツアーを行い、
実際に宴会を体験！

調査・アンケートを実施し、
外国人、若年層対応のノウハウを蓄積

モデルツアーで残した写真を活用してパンフレット
『学生温泉宴会ガイドブック（仮称）』を作成

モデルツアーを実施し、パンフレットを作成

じゃらん、ネットなどのメディアを活用し関西
圏、首都圏からの集客も視野に戦略的に告知。

温泉文化を体験するなら『加賀温泉』のイメージ
づくり（ブランド化）を県外、海外にもＰＲ。



2011年 金沢の学生誘客

2012年 金沢の学生のモデルツアーの写真
を活用して関西の学生のモデルツアー実施

2013年 関西の学生のモデルツアーのノウハウ
を活用して首都圏の学生のモデルツアーを実施

2014年 金沢、関西、首都圏のモデルツアーの実施で

得たノウハウを活かして新幹線開通とともに首都圏の学
生を加賀温泉に誘客

2014年新幹線開通までのスケジュール

外国人にも同時にＰＲすることで
日本の湯治場だけではなく、
世界の湯治場へ！！

学生総数 留学生

石川県 28445 1576

近畿 595771 23085

首都圏 1243110 65008

学生の総数と留学生数

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://image.rakuten.co.jp/jigsawclub/cabinet/shohin_0015/c26-121s.jpg&imgrefurl=http://item.rakuten.co.jp/jigsawclub/c26-121s/&h=342&w=500&sz=77&tbnid=QTIgU0_4GCw3tM:&tbnh=89&tbnw=130&prev=/images?q=%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%B7%9A%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F&zoom=1&q=%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%B7%9A%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F&hl=ja&usg=__OWJZzpGQbf5LmAZI9AWxUiPX7rA=&sa=X&ei=cEXzTIOTCIXsvQPp0oGZDg&ved=0CCIQ9QEwAg
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参考資料：
アンケート調査における他項目とその回答

Ｑ１．日本の何に興味があるか？

浴衣、着物、祭、神社、寺、温泉、三味線、折り紙、生
け花、弓道、剣道、和食

Ｑ２．地元の学生にどんなことを聞いてみたいか？

おすすめの観光地、温泉の種類・効能、全国の有名な温
泉、温泉の入り方、方言、金沢について、日本文化、
風景、日本料理、日本の歌、行事、若者の考え方、化
粧、アニメ・小説、日本の学生の興味、生活、仕事、
経済

Ｑ３．学生温泉宴会への意見・要望

たくさんの交流の機会を用意する、自由に意見を交換で
きるように、留学生を理解しようとして欲しい、自然
の温泉に入りたい等



留学生アンケート調査協力者の男女比と国籍

フランス １人 男性 １１人

韓国 ５人 女性 ２２人

ドイツ １人

ベトナム １人 総数 ３３人

タイ １人

台湾 １人

中国 ２３人



参考資料：
学生のまち・石川県の統計データ



参考資料：
若者の情報収集行動

口コミは友達で情報通（インフルエ
ンサー）に聞く。

ネットで検索。口コミ情報を収集。

旅行雑誌（じゃらん等）、旅行代理
店のパンフレット、ネットを組み合
わせて複合検索



観光振興のためのIT活用方策と政策提言



５.１ 環境整理
① 社会成熟化に伴う 観光市場の個人化・多様化

特に女性化

② 交通・通信の発展に伴う
市場の広域化・商品個性化・強特徴の要求

③ 日本経済収縮に対応して市場のグローバル化

④ ICT革新による情報流通メディアの多様化

⑤ ICT革新による情報発信の多元化と
アマチュア化に伴う消費者情報の活用

⑥情報の正確性・高効率化への要求



① 消費者要求の多様化・個性化・個人化への対応

② 情報メディア多様化への対応と
メディアミックスの活用

③ 市場のグローバル化に伴う 多言語化への対応

④ 消費者発信情報の活用

⑤ 情報発信をどうし易くし・メンテナンス性の向上
多種観光資源素材情報の発信

⑥ 情報正確性の向上

⑦ 加賀地域・白山地域の多様な観光資源を売り出す

５.２ 情報・コンテンツ発信の課題

５．観光振興のためのIT活用方策と政策提言



５.３ 観光情報・コンテンツ／観光素材の整理

５．観光振興のためのIT活用方策と政策提言

観光資源
ハードウエア素材

自然素材
モノ素材

ソフトウエア素材
歴史素材
サービス素材

イベント、人間 、温泉 、旅館、海
湖、山、ゴルフ場、遊園地、動物園

工芸品、工房、劇場、県知事、交
通、医療機関、農業体験、グルメ、
等

観光商品 （観光素材＋価格等取引条件）

コンテンツ

情報メディア

コンテンツ
フォーマット

検索・編集・選択・編集・デザイン・発信

お
客
様

文字データ、写真、映像、音、等
小説、紀行文、投稿文、ツイッタ
ブログ文、アンケート、等

TV、映画、CD、DVD、紙散らし、本、雑誌、



５.４ 加賀・白山の観光情報発信への提言

① 観光素材・商品毎コンテンツフォーマット開発・公開
多言語対応フォーマット

② コンテンツをインターネット網に一元保持管理

③ コンテンツの所在を公的に一元管理

④ 多様消費者向け観光情報発信プログラムを開発

５．観光振興のためのIT活用方策と政策提言

コンテンツ

コンテンツ
フォーマット

地域者
情報編集発信

外部者
情報編集発信

多
様
な
メ
ディ
ア

多
様
な
消
費
者



５.５提案の整理

① コンテンツフォーマットを決めると コンテンツを
造りやすくなる

② コンテンツを観光素材所有者など
一番観光素材に近い人が開発管理することにより
コンテンツが正確になりメンテナンスが確実になる

③ コンテンツの簡単な入手により
多様向けの情報発信が開発しやすくなる

５．観光振興のためのIT活用方策と政策提言

コンテンツ

コンテンツ
フォーマット

地域者
情報編集発信

外部者
情報編集発信

多
様
な
メ
ディ
ア

多
様
な
消
費
者



５.６観光情報発信今後の展開

① コンテンツフォーマットを世界基準で開発し

世界に発信するーー＞加賀・白山観光情報発信者

を世界に創る

② 他地区が同方式を採用することにより

ーーー＞他地区との連携商品を作りやすくなる

③ 観光情報発信の世界標準を創ることにより

観光情報産業を起業し地域産業を開発できる

５．観光振興のためのIT活用方策と政策提言


	【統合版】20101210 カリキュラム研究会人材研究会報告
	総務省人材力活性化研究会報告（第四回）
	地域活性化システム論の意義
	　①地域活性化システム論の目的
	　②地域活性化のための自主、自立、自考
	　③地域を活性化させる人財
	　④地域活性化の目指すもの
	北陸先端科学技術大学院大学における�地域再生システム論の展開
	　①最初の地域再生システム論の開講
	　②地域再生システム論の成果
	　③北陸先端大の地域再生システム論からの教訓
	地域経済の活性化手法
	地域経済の活性化手法
	①地域ブランド　（１）
	スライド番号 14
	①地域ブランド　（２）
	①地域ブランド　（３）　持続的活性化ループ
	①地域ブランド　（４）　ループ分析
	②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス
	②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス
	②ソーシャルベンチャー・コミュニティビジネス
	③地域におけるイノベーション　
	スライド番号 22
	③地域におけるイノベーション　
	地域経済動向分析・把握
	地域経済動向分析・把握
	①地域景気の早期把握は地域経済政策の基礎
	②地域の経済政策運営のため必要な主要な経済統計
	③地域景気動向指数
	④具体的な地域の景気変動を地域景気動向指数でみる
	スライド番号 30
	⑤県民経済計算の特徴
	⑤県民経済計算の特徴
	⑤県民経済計算の特徴
	⑥地域景気動向把握の早期化に向けて
	地域活性化の政策評価
	①地域活性化の成果指標
	②活性化事業の政策評価
	③政策評価の具体例
	地域住民の参画手法
	地域住民の参画手法
	①市民社会の到来「共働領域」の拡大
	②市民参加における自治体の役割
	②市民参加における自治体の役割
	③市民参加における市民の役割
	④市民社会の成熟と地域主権の進展
	人的ネットワークの形成法
	人的ネットワーク形成法
	①ネットワークの意義と視点
	①ネットワークの意義と視点
	②ネットワークの機能とツール
	③ＩＣＴ技術を活用したネットワークの現状と展開方向
	④ネットワーク構築の実践
	地域活性化システム論傾向
	①開講実績からみる地域活性化システム論
	②地域活性化システム論の開講事例
	モデルカリキュラム提案
	①講義内容の構成案
	②グループワークの進め方
	③継続的な開講に向けて
	④今後の課題
	（参考）人材力活性化研究会参考資料�平成22年度北陸先端大　温泉観光グループの発表事例�
	発表と宿題
	まとめ：温泉活性化のポイント（山代温泉）
	今後の実行予定計画
	スライド番号 65

	温泉観光チーム発表 _ 改 31

